
ホームページ https://www.kishimoto-group.com/category/news/ヘルスアップチャレンジ健康事業所宣言/

現場事務所でどけんぽによる健康相談を実施 地域貢献と運動を兼ね美唄クリーン作戦に参加

特に力を入れた取り組みとその効果
　30歳以上の従業員が人間ドックを受検した場合、費用の一部を補助しています。
　ヘルスアップチャレンジ助成金で血圧計を購入。継続して測定することで自身の健康状態を把握でき、生
活習慣の改善に役立っています。
　毎年どけんぽの保健師さんと管理栄養士さんによる健康相談を実施。令和４年より健康相談時にカゴメの
ベジチェックも行っていただき、野菜不足を認識した者がお昼にコンビニでサラダを一品追加したり、菓子パ
ンをサンドイッチに変えたりして、従業員の健康に対する意識も変わってきています。
　『みんなで歩活』に会社として参加し、役員や普段本社にいない従業員と競い合っています。メンバーの歩
数が一目瞭然なので普段より多めに歩いたり、昼休みに会社の周りを歩いたり、休みの日にウォーキングに
出かける者もいて良い運動になっています。
　従業員の運動不足解消のため、毎日午後3時にタイマー予約をしたＵＳＥＮ放送にてラジオ体操を実施。パ
ソコンでの作業が多いため、肩や腰のコリがほぐれてリフレッシュに一役買っています。
　社屋の出入り口には消毒液を配置。トイレには便座クリーナと消毒液・ペーパータオルを配置し、感染予防
に努めています。
　子の入学・卒業、授業参観、配偶者誕生日休暇等のアニバーサリー休暇の導入により、家族との時間を積
極的にとることが出来るよう配慮しています。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　従業員の平均年齢も上がってきており、定期健康診断で要受診者やメタボリックシンドロームに該当するも
のが増えてきたため、会社として従業員の健康維持・増進に取り組むために健康経営優良法人を目指しました。
　ヘルスアップチャレンジを経て2018年より健康経営優良法人の認定を頂いておりますが、定期健診後の
要治療・再検査の受診率や特定保健指導の受診率が上がり、従業員の健康に対する意識も変わってきてい
るのではないかと思います。
　当社の経営方針の一つでもある『Humanity　働きやすい環境を作ります』をさらに推進できるよう、これ
からも積極的に健康経営に取り組んでいきたいと思います。

所在地 従業員数

事業内容

美唄市字光珠内 652番地 17 43 人

（令和 6年 7月末現在）建設業

株式会社岸本組

LJ1005user
ハイライト表示



ホームページ https://www.kusanosk.co.jp/

本社労働安全衛生研修会 体調変化をリアルタイムに把握

特に力を入れた取り組みとその効果
・社員の定期健康診断とストレスチェック（年1回）ともに受診率100％。
・毎年開催する本社労働安全衛生研修会に土健保の保健師を講師として招き健康に関する講話を
していただいています。
・kencomで開催される「歩活」へ参加し、携帯アプリで社員同士コミュニケーションを取りな
がら歩数を競い合い、ウォーキングの習慣が定着してきています。
・各作業員にリストバンド型のデバイスを装着し、脈拍や位置情報を本社及び各作業所の管理画
面で確認し、体調変化等をリアルタイムに把握しています。
・仕事と私生活（健康）の調和を推進しており、会社指定休日124日、有給休暇は年間付与20
日（平均取得15日）、残業時間についても通常業務時は上限を定めており毎週水曜日はノー
残業デイとしています。また、男性職員の育児休暇取得も定着しています。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　当社は国土交通省が提唱している新３Kに先駆けて、2017年度からニュー６K（給料が良い、休暇が
多い、危険回避対策の徹底、絆で結束、きれいな職場、カッコいい職業）をスローガンとして、職場環境
の改善活動を進めてきました。道内の同業他社に先駆けて完全週休2日制を工事現場へ導入し、従業
員へのワークライフバランスやメンタルヘルス対策等と並行して、建設DXによる工事の生産性向上
の取り組みを推進し、さらなる働き方改革を目指しています。健康経営の取り組みを継続的に実践す
ることは社員とその家族の健やかな暮らしを実現できるという信念のもと働きがいと活力ある職場づ
くりを目指しています。

所在地 従業員数

事業内容

北海道江別市上江別西町 16番地 65人

（令和 6年 6月末現在）建設業

草野作工株式会社

LN1080user
ハイライト表示



ホームページ https://www.nakayamagumi.co.jp/healthup/

親睦ゴルフ大会の様子（2024.6）土健保による健康・栄養相談の様子（2024.5）

特に力を入れた取り組みとその効果
　会社内で実施しております大規模な健康診断と、人間ドック・脳ドック受診助成金制度の利用促進に
より、定期健康診断１００％の受診を継続しております。また、健診後の再検査・精密検査対象者への受
診勧奨も継続し、早期治療による重症化予防の取組の強化も続けております。その結果、再検査受診
率も増加し、適切な治療を続ける等、再検査に対する社員の意識が少しずつ変わってきております。
　長年実施しております、土健保による健康・栄養相談を継続すると同時に、ここ数年は食生活改善の
取組として、ベジチェック測定会や食生活に関するアンケート等も定期的に実施し、一人ひとりの食の
重要性に関する意識も高まっていると感じております。
　社員間の交流の機会も通常に戻り、入社式後の懇親会や花見、運動を兼ねたボウリング大会・親睦
ゴルフ大会なども実施しております。今後も、感染症等の状況を注視し必要な対策をとりながら、親睦
の機会を増やしていきたいと思っております。
　長時間労働対策については、毎月の中央安全衛生委員会での時間外状況報告と対応の協議、年次
有給休暇の取得状況の確認と取得促進も行っており、労働時間の削減に取り組んでおります。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　社員一人ひとりが健康管理を安易に考えず、健康の重要性を意識しながら仕事に臨んでもらうため、
健康経営の取り組みが重要と考え健康経営を始めました。社員は会社の大切な資産であり、社員の健
康を維持することは会社の責務と考えています。知識と経験を有する社員が能力を十分発揮するため
健康維持に努め、若手社員が将来に安心が持てる職場環境を整えることが必要です。働き方の見直し
を会社全体で意識し進めていくことで、社員一人ひとりのモチベーションのアップとワークライフバラ
ンスの満足度を高め、企業価値の向上を図ることにより、優秀な人材の確保にも繋がるよう取り組み
をつづけていきたいと考えています。

所在地 従業員数

事業内容

札幌市東区北 19条東 1丁目 1番 1号 246 人

（令和 6年 6月末現在）建設業

株式会社中山組

LJ1005user
ハイライト表示



事務所入口にて感染症対策を実施しています 社内グループウェアで情報提供をしています

特に力を入れた取り組みとその効果
　こころの健康づくりについては、「心の健康づくり計画」を策定し、セルフケアの推奨、コミュニ
ケーションの活性化、相談体制の整備、社内グループウェアでの情報発信などの結果、休職者ゼ
ロが続いています。
　長時間労働対応については、有給休暇取得や残業時間の削減を成績評価に取り入れたことで、
有給休暇の取得率が上昇し、残業時間が大幅に削減されました。今後は男性の育児休暇制度の
取得者も現れる事を期待しています。
　こころの健康づくりも長時間労働対応も、「健康経営」として取り組む以前から実施していたた
め、いずれもスムーズに対応することができました。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　世の中が「健康経営」を求める時代になったことへの対応として取り組みを始めました。若い世
代の採用にとっても、また社員がさらに元気に働ける環境を整えるためにも必要と考えたからで
す。まずは当社で実施していることを整理し、確認しましたが、優良法人の認定については、すで
に実施している項目で無理なく対応できることがわかり応募しました。
　「健康経営」の取り組みを通して、社員一人一人が健康で質の高いパフォーマンスを発揮し、
「従業員エンゲージメント」が高まることを期待しています。

所在地 従業員数

事業内容

滝川市西滝川232番地1 80 人

（令和３年 6月末現在）道路舗装工事、一般・農業土木工事他

不二建設株式会社

HN0101user
ハイライト表示

HN0101user
ハイライト表示



骨密度測定 立ち上がり検査

特に力を入れた取り組みとその効果
　本年３月に、生活習慣改善を目的とした「QOL健診」を本社において実施しました。体力測定の要素
も含まれる健診でもあり、また、その場で結果がわかるので、「気づき」から「行動変容」への素早い流れ
が期待できます。
　その外、毎週水曜日をノー残業デーと設定しており、リフレッシュできる時間を確保するだけでなく
業務効率化が図られています。
　心の健康にも目を向け、「社長との1on1ミーティング」「少人数でのランチ・ディナーミーティング」を
開催しており、社員同士の心理的安全性、チームとしてのパフォーマンス向上に繋がっています。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　ただ長く働くのではなく、社員一人一人が健康で長く働ける会社づくりをしたいというのがきっかけ
です。
　自分の健康は自分で管理する、というのも個人レベルでは難しい部分があり、会社一丸となって取
り組むべきと考えます。
　特にたばこについては、建物内禁煙から敷地内禁煙へと移りつつあります。実際にそれをきっかけ
に禁煙を始めた者もおります。

所在地 従業員数

事業内容

青森県青森市勝田二丁目 2番 17号 37人

（令和 6年 7月末現在）建設業

倉橋建設株式会社

LJ1005user
ハイライト表示



ホームページ https://www.shoei-kk.co.jp

「岩手山ろくファミリーマラソン」に参加 女性座談会の様子

特に力を入れた取り組みとその効果
　2024年問題となる残業時間の上限規制については、約3年前から社内で「働き方改革プロジェクト」を立
ち上げ、毎月会議で残業時間削減に取り組んできました。一例として法制化される前から目標時間を設定し
て、総務部が時間管理を行い、超過しそうな社員の上長に注意喚起を行ったり、ノー残業デーや社内消灯時
間の設定等を導入してきました。現場の繁忙度に合わせて応援要員を派遣する社内調整体制をつくるなどし
て、2024年4月にはしっかりと対応できるような形が出来上がりました。
　また、女性から敬遠されがちな業界であることを認識し、働きやすい環境づくりにも力を入れています。女
性座談会を開催してキャリア形成や育児の悩みを気軽に共有・相談できる場を提供したり、勤務日である祝
日に子どもの預け先がない場合は一緒に出社して、事務所内に臨時のキッズスペースを設けて遊ばせるな
ど環境を整えています。
　こういった取り組みの結果、厚生労働省が推奨する「くるみん」のほか「いわて女性活躍認定企業」「いわて
子育てにやさしい企業」等の認定に繋がり、ワークライフバランスの向上に寄与しています。
　なお、2024年7月から完全週休2日制／祝祭日も休みとしました。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　健康経営の取り組みは2020年から始めました。きっかけは社長が禁煙を始めたところ体重が増加してし
まい、生活習慣改善のためにマラソン挑戦を決意したところに始まります。また、社長は社員の健康診断や人
間ドックの結果が思わしくないことを憂慮していたことから、社員を巻きこむ形でマラソン大会や登山などに
積極的に参加する風土を造り上げて行くことになり、健康経営優良法人へと繋がることになりました。
　活動の内容は、単に大会や登山に参加するだけでなく、社員のコミュニケーションをより活性化させるため
にイベント参加費のほか懇親会の費用も会社負担として取り組んでいます。時には社長宅で大会打ち上げと
してバーベキュー大会を開催するなどして、社員交流や家族も参加して健康経営活動を年々活性化させてい
ます。

所在地 従業員数

事業内容

岩手県盛岡市上堂 4丁目 11番 8号 68人

（令和 6年 6月末現在）総合建設業

昭栄建設株式会社

LJ1005user
ハイライト表示



令和５年度安全衛生大会の様子 松山・しまなみ海道・広島方面への社員旅行

特に力を入れた取り組みとその効果
　安全衛生委員会が中心となり従業員の心と体の健康保持増進のための活動を行っている。
特に受診勧奨には力を入れており、健診結果に基づいて、所属長や健康管理担当者から
再検査・精密検査の対象者全員へ、受診するまで声掛けや文書での勧奨を行い、受診率向
上を図っている。また、仕事と家庭の両立を支援するため、「ノー残業デー」と有給休暇
取得率向上・時間外労働の削減にも取り組んでいる。毎週水曜日は「ノー残業デー」とし、
水曜日の夕方には、PCの電源を切るよう声掛けをし、社内から退社してもらい残業をしな
いようにしている。また、取得率向上のため、上司が率先して取得するよう努めたところ、
全体の取得率も年々向上している。さらに、社員旅行に毎年行くようにしたところ、職場
での情報共有やコミュニケーションが円滑になり、チームワークがより強化された。「い
わて女性活躍認定企業ステップ２」（R3.10.25付）及び「いわて子育てにやさしい企業」
（R3.12.21付）の認定も受け、日々目標に取り組んでいる。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　3年程前から中高齢の従業員が多くなり、先入観や見落とし、注意力の低下や判断ミスなどの
ヒューマンエラーが多発し始めてきた。また、人材が慢性的に不足しており、残業や休日出勤も
高い水準で、有給休暇取得率も低かった。
　こうしたことから、従業員のモチベーション・身体・メンタルの状態が悪くなることが懸念され
たため、この状態を打破するため、従業員に寄り添った健康経営を組織的に取り組み、実践して
いかなければならないと思った。

所在地 従業員数

事業内容

岩手県二戸市米沢字荒谷30-5 78 人

（令和 5年 6月末現在）総合建設業、介護福祉事業

株式会社中舘建設



ホームページ https://www.hashimototen.co.jp/

「8・8・8ルール」 健康診断時にベジチェック測定と健康相談「8・8・8ルール」 健康診断時にベジチェック測定と健康相談

特に力を入れた取り組みとその効果
　健康診断の再検査の受診勧奨をしており、受診費用を会社負担としています。社員への周知を図る
事により、受診率を上げて、再検査受診の重要性を理解してもらいたいと考えています。
　「8・8・8ルール」と題し、8時間「仕事」、8時間「睡眠」、8時間「自分の時間」の取り組みをしています。
仕事面、健康面、家庭面のバランスを取り、社員がより充実した人生を送れるようにサポートしていき
ます。
　食生活改善の取り組みとしては、毎年健康診断時に、野菜不足チェックができる「ベジチェック測定」
を全社員に行っています。定期的な測定で、数値の変化をチェックしています。今後も“食生活の面か
らも社員の健康意識向上を図る”取り組みを継続していきたいです。

健康経営に取り組むようになったきっかけ健康経営に取り組むようになったきっかけ
　健康経営に取り組む会社の増加を受けて始めた健康経営優良法人の申請でしたが、実際に申請を
してみると、今まで会社で取り組んでいた事が健康経営の項目に該当しており、特別何かを始めたと
いうものはほとんどありませんでした。普段から“健康経営”として意識をしていなくても、社員の事を
考えて取り組んでいたら、結果的に“健康経営”という潮流に乗っていたという印象です。しかしこれか
らは、より積極的に、社員一人一人の健康意識の更なる向上を目指した取り組みをしていかなければ、
社会に取り残されてしまう、そんな雰囲気を感じています。
　引き続き、社員の健康管理と健康教育をしっかりと行い、社員も会社も健康で優良になれるよう、頑
張っていきたいです。

所在地 従業員数

事業内容

従宮城県仙台市青葉区立町 27番 21号 196 人

総合建設業総合建設業

所在地 従業員数従城 仙台 区立町 27 21 号宮宮城県仙台市青葉区立町 27番 2宮城県仙台市青葉区立町 27番 21号 人196 人9196196 人

株式会社橋本店株式会社橋本店

LJ1005user
ハイライト表示

LJ1005user
ハイライト表示



MIFAフットボール大会 福利厚生事業主催のソフトボール大会

特に力を入れた取り組みとその効果
　特に力を入れているのは、こころとからだの健康保持・増進です。具体的には、管理栄養士を招いて
の講話や野菜摂取量チェックのイベントを実施し、従業員の健康管理に対する意識を向上させたり、ソ
フトボール大会やフットサル大会等に参加することで運動機会を増やす取り組みを行っています。はじ
めは、からだの健康が目的でしたが、大会に向けた練習によって、老若男女問わず社員同士のさらな
るコミュニケーション促進の効果も得ることができ、こころの健康にもつながっているようです。
　また、余暇の充実やワークライフバランスの実現ができる外部の福利厚生サービスへ加入し、従業
員はもちろん、その家族へのケアも拡充したことで、従業員から「家族と過ごせる時間が増えた」という
声もあがりました。
　これらの取り組みを行った結果、一人一人の健康意識が高まり、保健指導対象者の人数が減少し、
定期健康診断に加えて自主的に人間ドックを受ける人も増加しました。
　全社的に健康に対して取り組むことで社内の一体感の構築に役立てることも期待できるため、これ
からも健康経営を続けていきたいと思います。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　深松組が健康経営に取り組むことになったきっかけは大きく分けて2つあります。
　1つ目は、健康管理への意識の低さでした。当社は『社業の維持発展を通じて従業員の高い福祉を
図っていく』という社是のもと、従業員のスキルアップサポートを長年行ってきました。しかし、健康増
進の取り組みについてはあまり進んでいなかった為、社内全体で健康管理の意識が低い状態が続き、
保健指導対象者の人数もなかなか減りませんでした。
　2つ目は、従業員だけでなく、普段支えてくれている家族も一緒にケアできる仕組みをつくりたいと
いう思いからでした。従業員が健康でいなければ、十分な力を発揮できず、会社の業績に関わる大き
な問題となります。そこで、従業員とそれを支える家族の健康もきちんとケアすることは、会社にとって
当然の課題だと考えました。
　「会社=人」という考えのもと、健康管理の意識づけをし、本人だけでなく家族も心身共に健康でい
るため、健康経営に取り組んでいます。

所在地 従業員数

事業内容

宮城県仙台市青葉区荒巻本沢二丁目１８番１号 116人

（令和 5年 6月末現在）特定建設業・不動産賃貸業・不動産取引業

株式会社深松組

LJ1005user
ハイライト表示



ホームページ https://www.fgc.jp/csr/employee/index.html

手洗いチェック。結構汚れ残ってます。 ベジチェック中。野菜摂れていますか？

特に力を入れた取り組みとその効果
　弊社では、定期健康診断でメタボ判定となった社員全員に特定保健指導を受けさせています。これ
をきっかけに食生活の見直しや自転車通勤に切り替える社員もおり、徐々にではありますが意識が
変わってきたようです。また、土健保さんと「ベジチェック」を実施し、社員の野菜摂取不足の自覚を促
しました。禁煙対策では、従来から分煙や喫煙時間を設けるなど受動喫煙対策を行っておりましたが、
2018年からは禁煙外来治療費補助金制度を導入し、2021年に漸く第1号の申請がありました。今
後もっと申請者が増えるようPRしています。感染症対策では、土健保さんの協力の下、『手洗いチェッ
カー』で感染予防の基本である手洗いがきちんと出来ているか確認しました。参加者からは「念入りに
洗ったはずなのに意外に汚れている」と驚きの声。改めて手洗いの難しさ・大切さを学びました。長時
間労働対策、ワークライフバランス推進では、WLB推進委員会を設置し、研修、工程管理方法の見直
し、業務効率化検討、コミュニケーションの活性化などに取り組んでおり、定期的な報告会で好事例を
水平展開しております。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　弊社社長の菅原が就任した際、経営の柱として掲げた三つの方針のうちの一つが「健康経営」でし
た。何事も体が資本であり、社員にはまず心身ともに健康であって欲しいという思いが込められてい
ます。
　そして、健康経営優良法人認定に挑戦したのは、その方針実現への取り組みを対外的にも認められ
るものにしようと考えたからです。
　健康経営への取り組みは、特に若い方からの企業イメージアップにつながるのは勿論、社員に対す
るメッセージでもあります。弊社のような建設コンサルタントは人がすべて。社員の技術力と経験が資
産かつ商品だからこそ、健康に留意して欲しい。その思いを発信することが大事だと考えています。

所在地 従業員数

事業内容

宮城県仙台市青葉区錦町一丁目 7番 25号 420 人

（令和 3年 4月末現在）建設コンサルタント

株式会社復建技術コンサルタント

https://www.fgc.jp/csr/employee/index.html
HN0101user
ハイライト表示



従業員の健康に対する意識も高まりました。 「歩活」成績優秀チームを表彰

特に力を入れた取り組みとその効果
　会社に勤めている期間のみならず、定年後も引き続き健康に過ごせるよう、生活習慣病予防
のための特定保健指導の積極的な支援を行っています。実施場所の提供及び就業時間の実施と
し、令和５年度の実施率は８３％でした。
　また、検査項目の多い人間ドックを受診することで、健康への意識向上のきっかけとしていた
だきたく、従業員と被保険者であるご家族の満４０歳、５０歳、６０歳を対象に、会社で自己負担分
を全額補助しています。
　運動の促進としては、kencomで開催されている「歩活」を利用した社内イベントを実施してお
り、上位入賞チームの副賞を食事券にすることで、コミュニケーションも図られています。
　令和６年度から「年次有給休暇積立規程」を新たに設け、時効で消滅する有給休暇を積み立て
ておき、治療と職業生活の両立及び家族の看護・介護のために使用できるようにしました。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　健康経営の取り組みを強化することになったきっかけは、従業員の高齢化と有所見率の高さで
した。 特に生活習慣病に関する所見率が高く、高齢化に伴ってさらに悪化することが懸念されま
した。疾病の改善と健康保持、増進への取組みについて全国土木建築国民健康保険組合の仙台
健康支援室に相談をさせていただき、「健康経営」について知ることができました。「健康経営」を
継続していくことが、有所見率の低下につながると考えています。 
　「健康は全ての基盤である」との認識の下、従業員一人ひとりが、心身ともに健康で、いきいき
と働き続けることができる職場環境づくりに努めています。

所在地 従業員数

事業内容

岩手県久慈市新中の橋第4地割35番地の3 322 人

（令和 6年 7月末現在）総合建設業

宮城建設株式会社

ホームページ https://miyaginet.co.jp/

LJ1005user
ハイライト表示



特に力を入れた取り組みとその効果
　社員の労働時間改善に向け、完全週休二日制導入や残業が多い社員への声掛け、有給休暇の推奨、ノー残業
デーの設定など、勤怠管理システムを導入して長時間労働対策に努めています。こうした労働意識の改善に取り
組んできた結果、生産性を向上させ休みはしっかり取るという社内意識が醸成されました。
　また、毎年新入社員への禁煙セミナーや希望者へ禁煙治療全額負担などの禁煙に対する取り組みを行ってい
ます。
　さらに、運動の推進として、地元マラソン大会参加費用の負担や、社内で野球やサッカーイベント等を開催して
います。姿勢の改善やエクササイズの効果への期待から、バランスボールも導入して希望者に椅子の代わりに利
用してもらっており、運動が苦手という方にも好評です。
　社員のヘルスリテラシー向上のためには、月に一度「健康だより」を作成・発行し、日常生活で手軽に取り入れる
事ができる健康づくりの情報発信を行っています。
　今後は食育の分野にも力を入れ、ヘルスアップチャレンジ助成金を活用したベジチェック測定を計画中です。野
菜摂取量を見える化し、食育情報の提供を行うことで、どのくらい数値が改善されるか試しながら、取り組んでい
きたいです。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　健康経営を重要課題として取り組むようになったきっかけは2点あります。
　1点目は、社員のことを第一に考え、心身ともに健康的に働ける環境を整えたいという思いからです。建
設業全体の課題でもある『建設業従事者の高齢化と担い手育成・確保』の課題に取り組んでいく中で、社
員の健康に注目する事が課題解決の一歩だと気づきました。ベテラン社員には『1日でも長く』健康に働き
ながら次世代への技術継承を、働き盛りの世代には健康を維持してパフォーマンスの高い仕事を、若い世代
には健康を促進させる職場環境で働く事で、良い生活習慣を身に着けて健康を維持し、長く勤めてもらう
ことを、と考えました。
　2点目は、全国土木国保組合様から、健康経営優良法人の認定がある事を伺い、弊社の取り組みを行っ
ている内容の延長で企業価値を少しでも向上させる事ができればと思ったからです。実際に認定を受け
た事で社外に知っていただく機会も増え、学生を対象にした採用活動では、事業内容や福利厚生と併せて
『健康経営の取り組み』も弊社の強みとしてPRすることができています。

所在地 従業員数

事業内容

岩手県盛岡市みたけ 1－ 6－ 30 109 人

（令和 6年 6月末現在）総合建設業

菱和建設株式会社

バランスボールを
導入しています！

月 1回の
弊社オリジナル健康だより！

LJ1005user
ハイライト表示



ホームページ https://www.asahikensetsu.com/sdgs/

2024 年度個人目標を掲示 平均年齢 60歳の部署でもDX進めています

特に力を入れた取り組みとその効果
　各種 IT ツールの導入により、移動時間や作業時間の短縮を叶えました。情報共有が容易となり、
業務効率と正確性が向上しています。どこにいても現場の様子がわかるようになり、書類作成や
事務作業にあてる時間が確保できるようにもなりました。職責が上がっても 3 年前より約 15hr
残業時間が減り、平均時間外労働時間が 42hr 程度となった者もいます。コミュニケーションツー
ルとして LINE WORKS を利用することで、若手が気軽に上長へ相談できるようになり、世代間
格差の解消や伝達漏れ等も減少し、現場間の好循環と社員のモチベーションアップへも繋がって
います。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　2017年4月頃、健康支援室からのご案内とサポートがきっかけで、翌年2018年より継続認定を
得ることができています。ちょうど採用強化を行っていく中で、他社との差別化に悩んでいた時期
でもあり、健康経営の推進が、企業PR としても利用可能との考えが背中を押してくれました。全額
会社負担での人間ドックの受診や、産業医を招いての予防接種、掲示板や社内報を通しての情報共
有等、社員が自身の健康に意識を向けられる施策を検討・実施してきました。コロナ禍、難しい局
面が続きますが、社員の健康を守る視点を大切に、良い「変化」に努めて参ります。

所在地 従業員数

事業内容

千葉市中央区川崎町 1-39 87 人

（令和 6年 7月末現在）総合建設業

旭建設株式会社

LJ1005user
ハイライト表示

LJ1005user
ハイライト表示



空気清浄機・
二酸化炭素濃度計
の設置

希望により、
面談をする準備
を整えています。

特に力を入れた取り組みとその効果
　通年の健康診断後に社員全員が保健師または産業医と面談を行うようにしている。面談を行うこと
で健康診断結果の確認だけではなく、常に自身の健康状態を把握し、日常でも健康に留意して生活で
きるような意識付けを行っている。あわせて高残業者には疲労度アンケートを行い、業務の負荷状況・
職場環境・健康診断結果を合わせ、総合的かつ継続的な健康管理を実施している。これにより安心し
て業務ができる環境を作ることができていると感じている。
　2020年以降、新型コロナウイルスの影響で様々な生活様式の変化がある中で、テレワークを導入
し通勤時間での感染リスクを削減することに積極的に取り組むとともに、出社時も安心できる職場環
境作りを行う（パーティションやアルコール消毒液の設置他）など、コロナウイルス対策に力を入れてき
た。結果として、職場内クラスター発生を防止し、重篤化した従業員も無く、ここまで乗り越える事がで
きた。また、これを機に、更に社内におけるテレワーク可能な働き方改革も加速し、ワークライフバラン
スの向上につなげることができた。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　少子高齢化による生産年齢人口の減少により、労働力不足が顕在化しており、有能な人材確保のた
めの競争が激しくなっている。
　労働力確保のために従業員の雇用延長等を積極的に図らなければならない状況下であるが、高年
齢になるにつれ、様々な疾患に罹患するリスクも高くなり、従業員の健康状態の悪化は企業の生産性
を低下させることにつながる。更に、求職者からは、魅力のない企業と映り、人材の定着率の悪化等、
有能な人材の確保にも悪影響を及ぼす可能性がある。
　増加し続ける国民医療費は、健康保険組合等の財政悪化を招き、結果として健康保険料の上昇とい
う形で企業負担の増加につながっている。このような企業負担の増加や生産性の低下を防ぐために
は、健康保険組合や従業員に、個人やその家族の健康保持・増進の取り組みを委ねるだけでなく、企業
が従業員等の健康保持・増進に主体的かつ積極的に関与する必要が生じていると感じた。
　また、味の素㈱が健康経営優良法人（大規模法人部門）〜ホワイト500〜に認定されていることに伴
い、味の素グループとして健康経営に取り組むこととなった。

所在地 従業員数

事業内容

東京都大田区蒲田5-13-23　TOKYU REIT蒲田ビル2階 187 人

（令和 5 年４月末現在）食品工場建設・改修

味の素エンジニアリング株式会社

LJ1005user
ハイライト表示



ホームページ https://www.tobishima.co.jp/company/health_management.html

社内サークル「Tobishima Tennis Club」

トビシマ・ヘルスアップ・チャレンジ

特に力を入れた取り組みとその効果
　①スポーツによる健康づくり：スポーツ習慣の定着と社内コミュニケーションの活性化を目的に社
内サークル規定を制定し、空手、テニス、ウォーキング、軽スポーツ等多数の運動系サークルが活動し
ています。
　②病気の予防：人間ドック受診費用を会社で補助し、定期健康診断と合わせた年2回の健診受診を
推奨、また有所見の場合の再検査等受診を就業時間（特別休暇）として認定するほか、禁煙治療費の補
助や各従業員の健康活動をポイント化し、表彰する「トビシマ・ヘルスアップ・チャレンジ」を開催するな
ど、従業員の健康保持・増進への取り組みを促進する様々な施策を講じています。
　③メンタルヘルス対策：全社が継続的かつ統一的にメンタルヘルスに取り組むためのガイドライン
を制定し、方針、推進体制、役割、具体策を明確にするとともに、社内外の「心の相談窓口」を整備し、随
時その周知を図っています。また、メンタル系調査の集団分析結果をもとに全社で課題を共有し、組織
的に職場環境改善に取り組んでいます。
　④ワークライフバランスの促進：従業員の多様なライフスタイルへの対応策として時間単位で取得
可能な特別休暇制度「フレキシブル休暇」や、不妊治療や家族の看護、更年期障害等の理由により休
暇を取得する場合に利用できる「ライフサポート休暇」を導入しました。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　今後、会社が持続的に成長していくためには、多様な人材が集まり、自らの誇りと勤労意欲を維持す
ることのできる、働きやすい職場環境の整備に一層力を注いでいかなければなりません。当社は、「会
社と従業員が一体となり、皆が心身ともに健康で、活き活きと働ける会社づくりに取り組む」を方針と
して掲げ、「健康経営」に取り組んでいます。会社と従業員が「健康経営」の方針を共有し、有効な施策
を立案、遂行することで、従業員の活力向上や生産性の向上等、組織に活性化をもたらし、結果的に業
績や組織としての価値を向上させるものと考えています。

所在地 従業員数

事業内容

東京都港区港南 1-8-15　W ビル 5F 1,319 人

（令和 6 年 6 月末現在）総合建設業

飛島建設株式会社

LJ1005user
ハイライト表示



当社は2024 年で 100 周年を迎えました

相談窓口設置を従業員に周知

特に力を入れた取り組みとその効果
　こころの健康づくり：従業員がハラスメント・業務内容・その他、同僚や直接の上司に相談し
にくい内容について、匿名性を確保しつつ直ぐに相談できる相談窓口を設置し、相談しやすい環
境をつくることにより、従業員が安心して仕事が出来る健全な労働環境の醸成に繋がった。
　長時間労働対応ワークライフバランス：勤怠管理システム導入による勤務時間の見える化を実
施。これにより無駄な残業や時間を意識した仕事が浸透するようになった。また現場毎の業務負
担が可視化されたことにより、定期的な人材配置が可能となり、会社全体の業務の均一化、ワー
クライフバランスの推進へと繋がった。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　ワークライフバランスの強化（勤務時間の見える化による長時間労働の抑止）、ベースアップ、
ハラスメント・労働条件における相談窓口の設置等、従業員が働きやすい環境づくりをした結果、
離職率の低下、新卒採用の増加に繋がった。このことから、人材不足かつ過酷な環境で仕事をし
ている従業員が、安心して仕事に臨める環境を整えることが重要であると再認識した。
　現状に満足することなく、従業員や当社から始まる協力会社の職員の方々の意見を真摯に受け
止め、当社に関わる人が働きやすい環境づくりを進めていきたい。

所在地 従業員数

事業内容

東京都江東区木場5-8-40東京パークサイドビル7階 86人

（令和 6年 4月末現在）土木施工管理業

株式会社野口工務店

令和 5年 4月 3日 
株式会社野口工務店 

 

【相談窓口のお知らせ】 
 
 

本ご案内は毎年 4月、10月に社内一斉送信しています。 
 
仕事、その他で困った際はまず直属の上司に相談をしましょう。 
直属の上司に相談しにくい場合は下記先への相談も可能です。 
 
○○役員：○○○-○○○○-○○○○ 
○○役員：○○○-○○○○-○○○○ 
○○弁護士先生：○○○-○○○○-○○○○ 
 
悩み事はため込まず、まずは相談をしてみましょう。 
 
＊相談内容を抽象化した上、社内取締役会で共有して制度的な対応を協議すること 
はございます。然し、誰が相談したのかについては、無断で氏名を共有することはあり 
ません。安心してご相談ください。 
 
 

以上 
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人間ドック推奨を社内報でも告知 禁煙開始のきっかけを社内で啓発しています

特に力を入れた取り組みとその効果
　健康管理や健康増進支援のための「ＦＲＣヘルスサポート２０２０」と称した取り組みを実施して
います。
　就業時間内完全禁煙の全事業所実施や、ほぼ全社員が参加するウォーキングイベントの開催、
人間ドックの受診推奨と会社費用補助や対象年齢の大幅拡大、有所見者に対する再受診勧奨等
を実施しています。
　また、時間外労働の削減に向けては、振替休日の事前申請による休日出勤許可制等の徹底に
より、完全週休二日を実施し、勤怠管理の面からも職員の健康に配慮しています。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　「人生100年時代」にあっては、企業人生における健康維持はもちろんのこと、その後の健康
寿命延伸を現役時代から意識づけることで「人生設計」をアシストできます。従業員の健康管理
は職員自身とその家族にとって、極めて重要な項目である一方、会社としても組織の総合力発揮
に深くかかわり、かつ経営的観点からも極めて重要との判断から、中期経営方針に「健康経営」
を盛り込み、担い手不足が深刻化する建設業界において、従業員が生き生きと元気に働ける快
適な職場づくりを目指しています。

所在地 従業員数

事業内容

新潟市中央区川岸町1丁目53番地１ 734人

（令和 4年 6月末現在）建設業（舗装工事業）

福田道路株式会社

ホームページ https://www.fukudaroad.co.jp/news/5099/

https://www.fukudaroad.co.jp/news/5099/
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ホームページ https://www.yachiyo-eng.co.jp/sustainability/society/health-management/

社内で鍼・マッサージなど施術を受けられる EAPカウンセラーとの相談

特に力を入れた取り組みとその効果
【健康増進生活習慣病対策】
　健康診断受診の重要性を周知するとともに、未受診者に対して個別に受診勧奨を実施。2024 年
度より、健康診断受診時に腹部超音波を会社負担で実施可能としました（30歳以上のみ）。
　健康診断結果を基に産業医面談や組合保健師による事後指導を実施し、精密検査や生活習慣改善
を促しています。将来的には、生活習慣病等の重症化予防に繋がると考えております。
【長時間労働対応ワークライフバランス】
　フレックスタイム制度・在宅勤務制度・時間単位の年次有給休暇制度を導入したことで、より柔
軟な働き方が可能となりました。
　また、長時間労働改善のためノー残業デーの徹底や残業の事前申請制度、業務配分の適正化といっ
た取り組みを行っています。在宅勤務の日数が多いほど残業時間が少なくなる傾向が見られたこと
から、ハイブリッドワークの取り組みを進めています。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　ストレス関連疾患による社員の休職や退職といった課題解決に向けて、2005年からメンタルヘルス
活動の推進等についての取り組みを開始し、現在に繋がる健康経営の基盤となっております。
　この取り組みにおいて、全ての社員が健康で安心して働ける職場環境を提供するという企業の責務
を積極的に果たすとともに、一人一人がこの問題に高い関心を持って取り組むことで、活力に満ちた働
きがいのある職場づくりを実現すべくメンタルヘルスの保持・増進の活動推進を実施してきました。
　ストレスチェックについては法制化に先んじて2005年より導入し、各種ヘルプラインや社内外の相
談窓口整備をはじめ、活動推進のための年間計画を立案し、評価・改善を実施するようになりました。

所在地 従業員数

事業内容

東京都台東区浅草橋 5-20-8 1,314 人

（令和 6年７月末現在）建設コンサルタント

八千代エンジニヤリング株式会社

LJ1005user
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ホームページ https://www.kyowa-road.co.jp/news/178

社員交流の一つ　新入社員歓迎会の模様 インフルエンザ集団予防接種会

特に力を入れた取り組みとその効果
【生活習慣病対策】
　40歳以上の従業員に対し、年に1回の人間ドック受診の奨励、5年に1回の脳ドック・PETの奨励を行いまし
た。受診に係る費用は社内規定を設けその範囲内で会社補助とし、中高年層への健康リスクの早期発見・健
康意識の増大を目的としました。結果として40歳以上の従業員全員が人間ドック・脳ドック・PETを受診し従
業員の実費負担もほぼ0でした。また、希望する従業員に対しては会社補助の範囲内で子宮頸がん検査やア
レルギー検査などのオプション検査も人間ドックと同タイミングで実施し、従業員の健康意識の増大にも寄
与しました。
【感染症対策】
　会社に医師を招聘しインフルエンザ集団予防接種会を開催しました。例年約30名の従業員が希望し接種
会に参加し、会社内で接種できることもあり好評です。その他、除菌液の設置や非接触型体温計の設置、従
業員通用口に手洗い場を設置しました。
【ワークライフバランス】
　完全週休２日制としました。平日・休日のon・offをしっかりとつけることで健康面・体調面の管理をしてもら
うことと、地域の社会活動参加、自己研鑽等自己実現の時間に使ってもらえればと考えています。
従業員が健康で長く勤務できる環境整備ができるよう会社として引き続き取り組んで参ります。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　どの建設業者様も同じ状況だと思いますが、社員の高齢化や採用活動が年々難しくなり人手不足が喫緊
の課題となっています。当社に於いても社員の高齢化が見られるようになりました。まずは会社として社員が
健康で長く勤務できる環境を整えられないかを考えたことが健康経営に取り組むようになったきっかけです。
　これまで会社を支え社業の発展に努めていただいた先輩社員の方々、これから会社を盛り上げてくださる
中堅・若年社員の方々、どの世代にも共通した必要な取り組みが健康経営だと考えます。健康経営に取り組む
ことで会社の持続的な成長・発展が可能となり、人手不足解消に寄与すると考えます。また、全社を挙げて健
康経営に関与し続けることが全てのステークホルダーに感謝、必要とされる会社となりえるものと思います。
　社内制度の拡充、商工会議所様からの助言や自治体・全国土木建築国民健康保険組合様の制度の活用を
行いながら健康づくりに関する整備を始めました。

所在地 従業員数

事業内容

石川県白山市平松町 263番地 1 72 人

（令和 6年 7月末現在）舗装工事業

協和道路株式会社

LJ1005user
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ホームページ http://www.magara.co.jp/

健康管理システム
による社員の健康
確認

女性活躍推進研修を
受講している様子

特に力を入れた取り組みとその効果
　2019年より、社員の定期健康診断の健診項目を拡充しました。生活習慣病健診を30歳以上と年齢
を引き下げ、決まった年齢に実施していた人間ドックも年齢層を広げました。検査項目には新たに腫瘍
マーカー・大腸検査を盛り込む等、婦人科健診もあわせて健診内容を拡充しつつ、二次検診も全額会
社負担としました。社員は定期健康診断後に二次検診まで受診する意識が高まり、二次検診受診率も
向上しつつあります。また会社側では、独自の健康管理システムを作成し、随時社員の健康診断結果
を確認できるようになったとともに、未受診の二次検診対象者に受診勧奨を行う予定です。女性社員
に関しては、2022年から女性活躍推進研修を毎年実施し、研修内で健康増進への啓蒙を行っており、
働き方を含めた意識改革に取り組んでいます。
　また2018年に働き方プロジェクトチームを発足し様々な取り組みを実施する中で、2020年に新し
い勤怠管理システムへと改良いたしました。新システムでは勤務予定を事前申請する事を徹底し、社
員やその上司による労働時間の把握がより容易となり、業務の見直しが行われ残業時間の抑制に繋
がっています。
　今後はコロナ渦においてなかなか実現が難しかった、社員間のコミュニケーション促進のための取
り組み等を実施していければと検討しております。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　弊社が目指す「永続する企業」の実現においては、社員一人ひとりと家族の心身の健康が必要不可
欠であると考えております。この度、全社で健康の保持・増進を目指す「健康経営」の実現に向けた取り
組みを推進することを社内外で宣言することで、より社員の「健康」に向けた意識付けを高めたいとい
う思いがありました。健康支援室のヘルスアップチャレンジひいては健康経営優良法人認定の申請に
より、意識付けをより実現化できると考え、取り組むこととしました。
　まずは現状把握から実施し、健康経営実現に向けて二次検診受診率の向上を目標に掲げることとし
ました。今後も職場全体の健康増進を図る取り組みを順次進めていく予定です。

所在地 従業員数

事業内容

石川県金沢市彦三町 1丁目 13番 43号 253 人

（令和 5年 7月末現在）総合建設業

真柄建設株式会社

http://www.magara.co.jp/
LJ1005user
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健康管理システムによる結果確認 血圧測定器の設置

特に力を入れた取り組みとその効果
　長年課題としてきた長時間労働への対策として、アプリによる勤怠管理システムを導入しました。残
業時間を事前申告制にしたことで業務の見直しが行われ、不要な残業を抑制することにつながりまし
た。また、リアルタイムで労働時間を把握できるので、残業時間の多い社員には上職者へ注意喚起を
行ったり産業医の面談を実施したりと的確かつ迅速な対応がとれるようになりました。今まで漠然とし
か捉えられなかった問題点が明確になったことで、ワークライフバランスがとれた働き方の実現により
近づいたと感じています。
　また、以前から取り組んでいる生活習慣病対策も継続して行っています。特に、高血圧・高血糖は自
覚症状があまりないまま進行するため、健診結果をもとに有所見者のなかでも特に未治療者には個別
に受診勧奨を行い重症化予防に努めています。そのほか、健康に関する情報を発信したり、先般導入
した健康管理システムでは社員が自身の健診結果をデータで確認できるため、健康経営への取り組
みが少しずつ社員にも浸透しています。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　従業員の平均年齢が年々上がっていくなか、健診結果で有所見者が目立つようになり血圧計の設
置やラジオ体操の実施などに取り組んでいました。
　そんな中、健康支援室の方からヘルスアップチャレンジのご案内をいただき、本格的に健康経営に
取り組むようになりました。
　まずは、健康診断が毎年数名の未受診がいたため管理を徹底し、保険組合の補助を利用するなどし
て健診の内容も充実させました。
　また、以前から実施していたものが取り組み項目の中に多々あり、継続するだけではなく手を加えな
がら健康経営を進めています。
　労働力不足が深刻化する中、社員は会社の大切な資産と捉え、能力を100％発揮できる職場環境や
仕組みの整備に健康経営を通じて努めています。心身ともに健康に働ける職場が社員のモチベーショ
ンを高め、その成果として企業の魅力が増すことで新たな人材確保や企業価値の向上につながってい
くと考えています。

所在地 従業員数

事業内容

福井県福井市日之出３丁目２番１号 135人

（令和 4年 6月末現在）総合建設業

村中建設株式会社

ホームページ http://www.muranaka-g.co.jp/

http://www.muranaka-g.co.jp/
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ホームページ http://www.yushin-kensetsu.co.jp/report/

月2回の清掃ボランティア活動です。
「緑黄色野菜を摂ろう」
選手権の開催

特に力を入れた取り組みとその効果
当社では独自の「３Ｋ」を作りました。
•健康な体で　
　建設業界は、高齢化が問題視されています。現場へ持ち込む飲み物は会社で用意し持参する事としました。「無
糖コーヒー、お茶等」をメインとしています。社へ戻っても準備してあるコーヒー・お茶を飲んでいます。また、健
康支援室の保健師等による講習会も行い、その後、個人指導を実施し、個人の食生活・健康管理についても指
導して頂いています。そして、社員が頑張っているのが「緑黄色野菜を摂ろう」選手権です。「ベジチェック」で野
菜摂取レベルが直ぐにわかります。1か月の開催期間中3回記録を付け、今年の測定を含め4年連続開催中です。
•休日はゆっくりと
　令和4年1月から、完全週休2日制を導入しています。その為、有休消化率が下がるのではと心配されま
したが、一日は自分の余暇の為、家族とのコミュニケーションの為と連続休暇を取得する社員が見られるよう
になり、令和5年度では特別休暇を含めると年平均92％を達成しました。少人数ですが、社員同士が助け合
い「お互い様」「工程の進み具合は？」等と声を掛け合う様子も多く見られています。
•早く帰るぞ
　一日の仕事が終われば、すぐに帰る。完全週休2日制導入により心配しましたが、令和5年度の社員12
名の時間外労働は平均26.42時間、月平均2.20時間と減少傾向になっています。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　建設業界は高齢化が進んでいます。当社でも例外ではありません。年をとっても元気で働くために全員
が健康であればと考え、平成12年から月2回の地域貢献として清掃ボランティア道路清掃を実施しています。
またこれを活用して2kmの歩活をしています。（冬期間は雪の為中止）
　この活動が、従業員の健康づくりを意識するきっかけとなりました。歩活は現在も続き、21年目に入りま
す。仕事でも、よく歩く事から「毎日の歩数の見える化」を考え、平成29年10月から歩数競争を始めました。
（現在は自粛中）各自携帯にアプリ(kencom等)を入れたり、会社の休日には遠出をして歩いたり、近隣の
山を歩いたり、夕方自宅周辺を散歩したりと、歩活に対して従業員にも浸透してきています。（個々実施）こ
の運動が、健康支援室の方から健康経営の取り組みに該当すると聞き、健康宣言事業に参加したのがきっ
かけです。また、富山県内では「健康経営優良法人2017」の初回認定法人がなかったため、「まず自分たち
が取り組もう」と考えました。

所在地 従業員数

事業内容

富山県砺波市三郎丸 56番地 13人
（令和 6年 4月末現在）

役員含む舗装工事

ユーシン建設株式会社

LJ1005user
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ホームページ https://www.sgc-web.co.jp

本社ひとづくりホールでのラジオ体操講座 自社開発の熱中症対策「しおゼリー」

特に力を入れた取り組みとその効果
　第一に長時間労働の削減と休暇取得、社員の健康増進を優先課題としました。具体的には 20時以
降の残業を原則として禁止し、全社員の残業実態を把握のうえで、役員会で長時間労働の原因解明と
打開策を協議し次月に生かすという取り組みを継続してきました。2020年 10月からは、一部の幹部
社員を除き、作業所所長を含めて 20時から翌朝 5時まで電源が入らないソフトを貸与している全パ
ソコンに導入しました。当社ではペーパーレス化を進めており、パソコンを使用しないと業務を行え
ないことから、効率的な業務運営の意識が醸成されつつあります。休暇については振替休日取得推進、
有給休暇取得奨励はもとより、社員の発案によるアニバーサリー休暇の制定等により、「休み」を取り
やすい仕組みづくりを行ってきています。
　健康診断は 100％実施しており、再検査については担当者、担当役員による徹底した受検勧奨を行い、
未受検者に対する懲戒を就業規則に規定しています。一方で前年度よりも健康診断結果が改善した社
員に対しては奨励金制度を設けるなどの意識付けを行ってきました。
　また、高額医療費の自己負担を実質的にゼロとする制度、健保適用外の高度先進医療費を会社負担
とする制度（上限あり）なども導入し社員が安心して働ける環境を整備してきています。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　2012年当時の社内では、他社競合もあり厳しい工程を顧客から求められる中で残業、休日出勤は止
むを得ないという空気が大勢を占めていました。特に作業所勤務社員の労働実態は厳しく、振替休日
も完全取得とは程遠い現実がありました。また、健康診断で再検査の指示が出ても再検査に行くこと
も難しい状況もありました。
　しかしながら、「つくるひとをつくる®」という、ひと本位主義の経営理念を定めた際に、長時間労
働は果たして社員やその家族のためになるのかという議論が端緒となり、社員のワークライフバラン
スの向上のために、2013年にグループリーダー以上の幹部約 20名で「総労働時間削減プロジェクト」
を立ち上げたのがきっかけで、先ずは長時間労働の削減に取り組み、有給休暇取得の奨励、健康診断
再検査受検の徹底、安心して働ける環境作りのための医療費補助、心療内科医との法人契約に基づく
リワークプログラムへの取組など、社員の声も反映させながら社員の働く環境の整備とともに、心身
の健康のための各種の取組を行ってきました。

所在地 従業員数

事業内容

大阪府大阪市淀川区木川西 2－ 2－ 5 153 人

（令和 3年 9月末現在）総合建設業

三和建設株式会社
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社内外向けに
発信している
健康経営宣言

イントラネット
へ掲載している
健康情報

特に力を入れた取り組みとその効果
　健康増進への取り組みとして、イントラネットへの健康情報の掲載を行っています。「コンビニランチ
におすすめの組み合わせ」「熱中症対策クイズ」など、あらゆる視点から健康についての情報を発信し
ています。全国土木建築国民健康保険組合の提携歯科医院で受けられる無料の歯科健診の案内をし
た際には、実際に受診したという社員の声を聞き、アナウンスの効果を感じました。
　また、長時間労働への対応として、作業所での事務作業のアウトソーシング化、加えて、内勤部署に
おいて新たに作業所支援組織を結成しました。その結果、外勤社員の事務作業負担の軽減と長時間
労働の削減に効果をもたらしています。
　これら様々な取り組みを行った結果、「健康経営優良法人2024（大規模法人部門）」に認定されました。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　当社では、社員が心身ともに健康であり、社員の心理的安全性が確保されていることが、新たなア
イディアの発想、ならびに仕事に対するモチベーション向上に深く関わっていると考えています。
　より働きやすい環境を目指すべく、「会社の持続的成長と中長期的な企業価値の向上を目指して、
錢高組に関わる全ての人が安心して活躍できる職場環境を確立していくこと」を念頭に、2023年9月
に社長を「健康経営推進責任者」とする「健康経営推進体制」を構築のうえ、全社に向けて「健康経営宣
言」を発信しました。
　新たな取り組みでは、年齢やジェンダーに関わらず、他者を理解するための土台作りとして、2023
年よりヘルスリテラシー等に関するeラーニング教育の実施を始めました。
　今後も会社として健康経営と向き合い、健康経営優良法人認定取得をゴールではなくスタート地点
と捉え、さらなる職場環境の改善に取り組みます。

所在地 従業員数

事業内容

大阪市西区西本町２丁目２番４号 915人

（令和 6年 3月末現在）総合建設業

株式会社錢高組

                          ２０２３年 １０月４日(水) 

 

株式会社    錢 高 組 

代表取締役社長  錢 高 久 善 

 

【健康経営宣言】 

 

錢高組は、「社会から認められ社会から求められる企業」として、社会から評価され、

満足していただける仕事を提供し続けるために、会社の持続的成長と中長期的な企業価値

の向上を目指します。従業員一人ひとりの心と体の健康づくりを推進し、錢高組に関わる

全ての人の「こころ」と「からだ」が「安定」「安心」し、活躍できる職場環境を確立し

ます。 

 

                   記 

 

１.主な取り組み 

 

 ・定期健康診断の受診率向上と再検査受診の推奨（受診率100％） 

 ・保健師による特定保健指導 

 ・ワークライフバランスの推奨（労働時間の適正化） 

 ・ストレスチェックの実施 

 ・定期的な健康管理に関する周知と指導 

・協力会社に「健康経営」の推奨      等  

 

 

２.健康推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
                                    以   上  

産業医
全国土木建築

国民健康保険組合
健康経営推進事務局
（人事部）

土木・建築事業本部、各支社店　担当部署

社員

健康経営推進責任者（社長）

  
 

★健康情報★ 
 
皆さん、歯の定期健診は受けていますか？ 
定期健診を受けるメリットと、無料で受けられる歯科健診をご紹介します。  
◇定期健診のメリット 

 〇むし歯・歯周病の早期発見と予防 
 〇全身の病気を予防 
  歯周病は、糖尿病・脳梗塞などにも影響を及ぼすことが報告されています。  

 〇年齢を重ねても自分の歯で 
  歯を失う原因の 7割は、むし歯と歯周病です。 

 〇健康寿命を延ばす 
  歯を失って咬みにくくなると、食べる物が偏って栄養バランスが崩れ、  

免疫力や筋力の低下だけでなく、認知機能にも悪影響を及ぼします。  

 〇一生涯にかかる医療費の負担を軽減 
ある調査では、定期検診を年に 2回以上受けている人は、高齢になるほど生涯医療費の 
負担が軽くなり、65歳では平均より 15万円も安くなるというデータがあります。 

 

◇歯科健診（無料）についてのご案内 
 

全国土木建築国民健康保険組合では、むし歯・歯周病の予防や疾病の 
早期発見のため、歯科健診事業を株式会社歯科健診センターに委託し、 
全国の提携歯科医院で歯科健診（無料）を実施しています。  
〇健診対象者 組合員及び組合員の世帯に属する被保険者 

 〇健診内容・料金 
  

 

 
 

 
 
詳しくは、全国土木建築国民健康保険組合のホームページを 
ご確認ください。http://dokenpo.or.jp/jigyou/shika.html 

 
 
【参考】歯の定期検診がもたらす 5つのメリット。<br>継続受診で効果アップ｜早良区南庄の歯医者おおたデンタ

ルクリニック (ootadental.com) 

内容 
むし歯・歯周病・歯垢・歯石のチェック 

その他口に関する相談 

所要時間 約 15分 

料金 半年に１回を限度として無料 
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懸垂マシン
体験中

ベジチェックと
体力測定会の様子

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　2017年に土健保の健康経営を応援する取り組みである「ヘルスアップチャレンジ」の健康事業所宣
言の申し込みを初めて行い、「健康経営」について考える機会となりました。
　かねてより社員の高齢化に加え、新たな人材確保が困難であるという問題も抱えていたため、主戦
力であるベテラン社員の健康維持と、健康を通じ会社の価値を向上させることを目標に「健康経営」の
取り組みをスタートさせました。

所在地 従業員数

事業内容

大阪府大阪市中央区上汐2丁目5番29号 23人

（令和 6年 7月末現在）建設業

豊開発株式会社

特に力を入れた取り組みとその効果
　運動推進の一環として2018年に始めたウォーキングイベント「みんなで歩活」に毎年引き続
き参加しています。こちらの参加人数は一層増えて新入社員を含めた会社全体でのイベントに
なっています。加えて、一定条件のもと会社負担でジムの料金を補助する福利厚生や、懸垂マシ
ンと血圧計を新たに導入しました。イベントやジム通いにより社員同士の関わりが増えたことで、
これらの取り組みは運動だけでなくコミュニケーションの促進にも貢献しています。
　食生活の改善促進として、推定野菜摂取量を測定できる「ベジチェック」の測定会を行いまし
た。自身の栄養バランスを数値で把握することで、社員の食生活の習慣改善に寄与しています。
　長時間労働対応として、勤務間インターバル制を新たに導入しました。勤務と勤務の間の休息
時間を確保することで、社員のワークライフバランスの実現に貢献しています。
　こころの健康づくり促進として、弊社は社員が50名未満の事業所ですが産業医と顧問契約を
新たに結びました。復職者との面談も実施し、年内に会社全体でストレスチェックを開催予定な
ど、専門家による健康管理体制を整えて精神面でも快適な職場環境作りに寄与しています。
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ホームページ https://www.anabuki.co.jp/profile/health.html

「ベジチェック®」実施風景 「歩活」の社内表彰

特に力を入れた取り組みとその効果
　毎年恒例の「歩活」は、社員一同楽しみにしており、参加させていただいています。社
内で、フットサルやゴルフ、マラソン、ヨガなどスポーツが盛んになったのも、「歩活」
への参加がきっかけかもしれません。会社の一番の課題は、建設業に「働き方改革関連
法」が適用されることによる2024年問題への対応です。長時間労働を改善するための施策
は、業務改革と合わせて取り組んでおります。皆さん頑張りましょう。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　穴吹工務店は経営理念を構成する「経営姿勢」で、「社員・家族が誇りを持てる職場を
つくる」ことを明記し、その実現を目指しています。社員は、会社が永続的に発展してい
くための大切な「財産」です。社員が健康かつ安全に働ける環境を整備することが、経営
の基本だと考えています。経済産業省が推奨する「健康経営」は、まさにそれを具現化す
るための考え方や手法が、集約されており、その理念に共感し、毎年、定着させるための
チャレンジをさせていただいております。

所在地 従業員数

事業内容

香川県高松市藤塚町 1丁目 11番 22号 573 人

（令和 4年 3月末現在）不動産開発、不動産販売、建設請負

株式会社 穴吹工務店

https://www.anabuki.co.jp/profile/health.html
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ホームページ
https://www.nakanet.co.jp/blog/%e5%ae%89%e5%85%a8%
e3%81%a8%e5%81%a5%e5%ba%b7/#a-sdgs01_2

社員にDVDの
貸し出しを
行っています。

肩こり・
腰痛予防体操
実施中！

特に力を入れた取り組みとその効果
①弊社の定期健康診断結果を見ると、有所見率が49％でその中でも血糖の有所見率が高くなってい
ました。これらの改善策として社内掲示板にて血糖値改善のための情報発信を行っています。
　また、有所見者の再検査受診率100％を目標に取り組んでいます。有所見者に対しては所属長を通
じて再検査へ行くよう指導しています。毎月の安全衛生委員会において有所見者の再検査受診状
況報告と進捗確認を行い、その後、経営トップへの報告を行います。
②業務パフォーマンス向上のため、社屋エントランスに設置しているデジタルサイネージで肩こり・腰
痛予防のための運動の動画を放映し運動の推進にも取り組んでいます。
③長時間労働対応ワークライフバランスについてはDXの初期段階として情報のデジタル化を行って
います。書類（紙）をアナログからデジタルへと変えることにより業務効率化につながり、長時間労働
の改善が期待できます。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　弊社は、総合建設業として社員と社員の家族の健康と安全を守り、地元佐賀県と共に発展し、地域
に貢献する企業を目指しています。
　昨今の建設業を取り巻く環境は団塊世代就労者の高齢化、若年技術者及び女性技術者の不足など、
建設業に携わる労働人口の大幅減少の問題に直面しています。弊社ではこれらの諸問題への対策と
して、AI、ICT技術の活用による建設現場の生産性向上、作業時間の短縮、事務作業の省力化として
DXを活用し会社全体の「働き方改革」に取り組んでいます。
　新たな働き方を積極的に採用し推進することに加え、健康情報の提供、再検査受診率100％、メンタ
ルヘルス対策やワークライフバランスなど、健康経営に取り組むことで、社員がやりがいをもって元気
にいきいきと働くことができ、生産性の向上、ひいては会社の発展につながると考えました。

所在地 従業員数

事業内容

佐賀県佐賀市水ヶ江 2丁目 11-23 268 人

（令和 5年 7月末現在）総合建設業

株式会社中野建設

https://www.nakanet.co.jp/blog/%e5%ae%89%e5%85%a8%e3%81%a8%e5%81%a5%e5%ba%b7/#a-sdgs01_2
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ノー残業デーの社内掲示板 地域のボランティア活動

特に力を入れた取り組みとその効果
　当社では、定期健康診断の受診率100％を目指して取り組んでいます。人間ドックの費用を会社が
半額負担することで、全従業員が受診しやすい環境を整えました。その結果、受診率100％を達成する
ことができました。また、産業医による衛生講話を年1回実施しています。2020年は新型コロナウイル
ス感染症の流行を受けて、日々の健康管理の大切さや体調に異常を感じた際の対応等についての講
話を実施し、従業員の健康に対する意識の向上に繋がりました。
　そのほか、当社では働き方改革実行委員会主導による毎週水曜日のノー残業デーの徹底や、5日以
上の連続休暇の取得を義務付ける制度を設け、休暇取得を促進しています。こうした取り組みを続け
ることで、従業員一人一人が業務の効率化を図り、ワークライフバランスの実現を目指しています。
　今後もこれまでに行ってきた取り組みを継続しながら、さらに全従業員の健康維持増進対策等にも
取り組んでいきたいと思います。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　当社では、経営者が「経営の基本は健康である」という理念を掲げていることから、以前より従業員
の健康増進に向けて様々な取り組みを積極的に行ってきました。その中の1つに「健康目標制度」とい
うものがあります。これは毎年1月に1年間の健康づくり活動について、各人が目標を設定し、その後
の達成状況を報告するものです。優良者には報奨金として金一封が贈られます。
　その他、人間ドック・予防接種の費用補助、年2回のゴルフ・ボウリング大会及び懇親会にて従業員
同士のコミュニケーションを図る等、健康経営の推進に取り組んでいます。従業員一人ひとりの士気が
高まることで、会社のイメージアップにも繋がります。2017年には鹿児島県内で初めて健康経営優良
法人に認定され、その後も継続して認定されています。

所在地 従業員数

事業内容

鹿児島県鹿児島市武二丁目 4番 1号 155 人

（令和 4年 7月末現在）総合建設業（建築一式工事、土木一式工事）

株式会社渡辺組

ホームページ https://k-watanabegumi.co.jp/helsup/
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